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（左から）
・千代シニアクラブ　　　　会　　長　中富　鐵也 氏
・博多区老人クラブ連合会　広報部長　福井　良一 氏
・一番山笠「中洲流」　　　  総　　務　井上　貴博 氏
・博多祇園山笠振興会　　　会　　長　豊田　侃也 氏

継承に誇り伝統を守る

奇き

し

ゅ

う

お

け

は

ざ

ま

の

か

っ

せ

ん

襲
桶
狭
間
合
戦

︻
表
︼

　今年はユネスコ無形文化遺産登録初の山笠。35
年前に父の井上雅寛が務めた一番山笠中洲流総務
を拝命し、名誉に思うとともに、身の引き締まる思
いです。参加するすべての人たちとともに一致結束
して、櫛田神社に綺麗に勇壮に山笠を奉納したく存
じます。何卒、皆様のご支援ご協力を賜ることがで
きますよう、よろしくお願い申し上げます。

一番山笠「中洲流」 総務：井上　貴博

　
今
年
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
指
定
を
受
け
て
初
の
山

笠
で
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
立
派
に
奉
納

し
、
長
い
伝
統
の
あ
る
博
多
祇
園
山
笠
を
次
の
世
代
に
し
っ
か

り
伝
え
る
た
め
、
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　【
博
多
祇
園
山
笠
振
興
会
　
会
長
　 

豊
田
　
侃
也 

氏
】

博多祗園山笠
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会
長
　
野
上
　
義
治

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
た
な
発
想
で
会
員
増
強
に
尽
力

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

宮
島
　
哲
瑞

博
多
区
長

　

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

通
常
総
会
を
5
月
12
日
に
博
多
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、会
員
の
皆
様
に
は
ご
多
忙
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
連
合
会
は
、老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
し
て
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く

り
、高
齢
者
の
保
健
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
を
計

画
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
度

　

本
年
4
月
、博
多
区
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
、宮
島
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

区
長
と
な
る
ま
で
は
、消
防
職
員

と
し
て
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
区
長
と

し
て
、防
災
は
も
ち
ろ
ん
、福
祉
や

生
涯
学
習
を
は
じ
め
、行
政
全
般
に

わ
た
っ
て
博
多
区
の
た
め
に
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

は
、演
芸
大
会
等
の
教
養
文
化
事

業
、グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
大
会
等
の

保
健
体
育
事
業
、友
愛
訪
問
活
動
等

の
伝
承
・
社
会
奉
仕
事
業
、広
報
紙

の
発
行
等
の
広
報
事
業
な
ど
多
く

の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、多

く
の
会
員
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ

き
、皆
様
の
健
康
づ
く
り
や
相
互
の

親
睦
と
交
流
に
貢
献
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま

た
、こ
れ
ら
の
事
業
を
滞
り
な
く
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、単

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

博
高
連
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、博
多
区
の
福
祉
行
政
は
も

と
よ
り
、区
政
全
般
に
つ
い
て
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
会
員
相
互
の
親

睦
と
交
流
を
深
め
ら
れ
、生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
と

位
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
は
じ
め
各
種

事
業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、近
年
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
が
会
員
の
減
少
で
あ
り
ま

す
。会
員
が
減
少
し
ま
す
と
、組
織

の
活
力
が
低
下
し
、事
業
展
開
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

全
老
連
に
お
き
ま
し
て
も
平
成
26

年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
5
カ
年

の
運
動
方
針
と
し
て「
老
人
ク
ラ
ブ

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」 を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、本
連

合
会
に
お
き
ま
し
て
も
積
極
的
に

会
員
増
強
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

と
も
に
、清
掃
活
動
や
交
通
安
全
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
社
会
奉
仕

活
動
な
ど
、地
域
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

博
多
区
で
は
、「
お
互
い
が
支
え
合

い
、安
心
し
て
人
が
暮
ら
し
、歴
史
と

伝
統
が
息
づ
く
ま
ち
」を
目
標
に
、ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
、福
岡
市

で
は
近
年
、転
出
入
が
激
し
い
う
え

に
、一
人
暮
ら
し
の
方
も
増
え
て
お

り
、隣
家
の
人
の
顔
さ
え
も
よ
く
知

ら
な
い
、と
い
う
話
も
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。地
域
で
の
絆
が

　

今
は
ま
さ
に
情
報
化
社
会
と
言

わ
れ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に

よ
り
個
人
が
世
界
に
向
け
て
情
報

発
信
す
る
時
代
に
な
っ
て
お
り
、ア

イ
デ
ア
1
つ
で
、大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
が
よ
り
楽
し
く
充
実
し
た
も

の
と
な
り
、魅
力
あ
る
活
動
と
し
て

新
規
会
員
の
加
入
増
に
つ
な
が
る

よ
う
な
企
画
提
案
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
積
極
的
に
発
信
し
て
い
た
だ

き
、高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
に
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
と

も
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

希
薄
化
す
る
中
で
、子
ど
も
や
高
齢

者
、障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
を
地
域

で
ど
の
よ
う
に
し
て
支
え
て
い
く
の

か
、地
域
の
方
々
と
一
緒
に
考
え
、職

員
一
丸
と
な
っ
て
、博
多
区
を
よ
り

住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
支
え
る
大
切
な
存
在
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
様
々
な
取
り
組
み
や

活
動
は
、住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。博
高
連
の
皆
様
方
の
、

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、私
の
新

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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平成29年度 被表彰者一覧
博多区老人クラブ連合会会長表彰

大 浜 地 区 髙地　正文
美 野 島 地 区 松田　建蔵
席 田 校 区 平田　友紀
月 隈 校 区 光安　征男
東 住 吉 校 区 中川　　透
春 住 校 区 吉田ヤエノ

運営委員退任者

板 付 校 区 天本日出子
三 筑 校 区 松本冨須子

校区女性部長退任者

美野島地区・美野島ことぶき会 松田　建蔵
堅粕校区・福栄会　 金井　春洋
席田校区・上臼井長寿会 平田　友紀
東月隈校区・浦田南山会 荒木　重則
板付校区・麦野1丁目第２明正会 山内　信子
那珂南校区・昭南町第二永寿会 吉田　成子
那珂南校区・元町博泉会 平田　藤夫

単位老人クラブ会長退任者

福岡市老連に寄与された方々、また長年博多区老連に貢献されてきた
退任者の方々に総会の席上で表彰・また感謝状が授与されました。

校 　 区 クラブ名 氏　名
千 代 ふれあいクラブ 播磨貴砂子

千 代 千代東住宅 9番老人クラブ 吉田千恵子

板 付 北 板団曙会 井上千佐子

板 付 高砂会 今泉　欽也

弥 生 老人スマイルクラブ 山田　優基

那 珂 南 新和町福寿会 吉山　和子

那 珂 南 元町博泉会 平田　藤夫

那 珂 南 光丘町光友会 河原　弘典

那 珂 南 西春町西寿会 中原　正秀

吉 塚 若葉会 山田東洋男

東 月 隈 浦田町南山会 荒木　重則

堅 粕 比恵クラブ一区 太田　勝巳

那 珂 南 ローレル・シルバークラブ 田尻　道信

福岡市老人クラブ連合会会長表彰

校 　 区 クラブ名 氏　名
板 付 板付７丁目長寿会 鈴木　志郎

三 筑 千歳会 木原　正道

那 珂 南 西春町西寿会 中原　正秀

優良老人クラブ表彰 （単位老人クラブ）

老人クラブ育成功労者表彰
( 単位老人クラブ会長 )

老人クラブ育成功労者表彰
( 校区女性部長 )

校 　 区 クラブ名 氏　名
三 　 筑 下の山弥生会 松本冨須子

表彰状授与

　

5
月
12
日
（
金
）、
博
多

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成

29
年
度
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

区
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
野
上
会
長
よ
り

「
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
を
基
本
と
し
た

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
こ
の
3
方
針
を
も
と

に
、
多
く
の
活
動
を
通
し
て 活

発
な
活
動
で
地
域
貢
献
を

平
成
29
年
度
総
会

地
域
に
貢
献
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
退
任
役
員
お
よ

び
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
へ
の
表

彰
が
あ
り
、
そ
の
後
、
議
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
事
で

は
板
付
校
区
の
楢
橋
会
長
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
28
年
度

事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
29
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
予
算
（
案
）

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承

認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

野
上
会
長
あ
い
さ
つ

議
長
の
楢
橋
氏
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平成 29 年度 博多区老人クラブ連合会

役員・運営委員名簿

役職名 校区
地区 氏名

会　長 那 珂 南 野上 　義治

副会長
奈 良 屋 吉川 　鐵義
東 光 阿部 　悦子

会　計 堅 粕 岩瀬 　弘毅

監　事
美 野 島 川崎 　　宏
吉 塚 立石 智恵子

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

千 代 福井 　良一
大 浜 篠隈 　勝義
御 供 所 吉岡 　博美
奈 良 屋 吉川 　鐵義
冷 泉 中尾 　敏勝
住 吉 藤井 しつ江
東 住 吉 福山 　　誠
春 住 森本 　忠雄
美 野 島 河野　 　登
吉 塚 山田 東洋男
東 吉 塚 稲益 　　満

役職名 校区
地区 氏名

運
営
委
員
（
校
区
会
長
・
女
性
部
長
）

東　光 松村 　秀豊
堅　粕 岩瀬 　弘毅
席　田 常岡 　　哲
月　隈 斉藤 　竹美
東月隈 中村 　里美
那　珂 廣田 すみ子
弥　生 山田 　優基
板　付 楢橋 　貞雄
板付北 井上 千佐子
三　筑 木原 　正道
那珂南 野上 　義治
女性部Ａ 大須賀 照代
女性部Ｂ 板井 　通子
女性部Ｃ 阿部 　悦子
女性部Ｄ 諸藤 美由紀
女性部Ｅ 庄島 　克枝
女性部Ｆ 城戸 スミ江

平成 29 年度 博多区老人クラブ連合会

女性部長名簿

博多区老人クラブ連合会事務局　活動推進員　池田忠久
〒812-8514
博多区博多駅前2丁目19-24 博多区保健福祉センター3階
電話　092-419-1085　　 FAX　092-441-1455

校区・地区 区
分 氏　名

千 代

A

播磨 貴砂子
大 浜 大須賀 照代
御 供 所 原　 多恵子
奈 良 屋 濱野 エイ子
冷 泉 岡本　 光世
住 吉

B

森山 　房枝
東 住 吉 桑原 日津美
春 住 板井 　通子
美 野 島 山田 　鈴恵
吉 塚

C
立石 智恵子

東 吉 塚 荻原　 豊子

校区・地区 区
分 氏　名

東 光
C
阿部　 悦子

堅 粕 舟越　 靖子
席 田

D
川野　 和重

月 隈 中村　 克美
東 月 隈 諸藤 美由紀
那 珂

E

庄島 　克枝
弥 生 開 　　福江
板 付 藤 　美恵子
板 付 北 田尻 サエ子
三 筑

F
松尾　 洋子

那 珂 南 城戸 スミ江

平成 29 年度　博高連 行事計画

実施日 行事名 会　場

7

19 日 運営委員会 2F　集団指導室

26日
第46回市高齢者囲碁・将棋大会 ふくふくプラザ 6F 研修室
博多区演芸大会準備 博多市民センター　ホール

27日 博多区演芸大会 博多市民センター　ホール

8
4 日 地方リーダー研修会 博多市民センター　ホール
25日 運営委員会 2F　集団指導室

9

1 日 第55回市高齢者保健福祉大会 福岡市民会館
6日 博多区ゲートボール大会 山王公園（自由広場）
7日 博多区ゲートボール大会（予備日） 山王公園（自由広場）
12日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
20日 運営委員会 2F　集団指導室
27日 博多区グラウンド・ゴルフ大会 山王公園（自由広場・野球場）
28 日 博多区グラウンド・ゴルフ大会（予備日）山王公園（自由広場・野球場）

10

5 日 第39回市ゲートボール大会 山王公園（自由広場）
6日 第39回市ゲートボール大会（予備日）山王公園（自由広場）
10日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
11日 博高連カラオケ大会準備 博多市民センター　ホール
12日 博高連カラオケ大会 博多市民センター　ホール
20日 運営委員会 2F　集団指導室
25~31日 第47回市高齢者美術展 アジア美術館
26日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

11

7 日 第16回市グラウンド・ゴルフ大会 舞鶴公園
8日 第16回市グラウンド・ゴルフ大会(予備日) 舞鶴公園
14日 博高連ペタンク大会 山王公園（自由広場）
15日 博高連ペタンク大会(予備日) 山王公園（自由広場）
23日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）
24 日 運営委員会 2F　集団指導室
29日 健康教室 2F　集団指導室

12

5 日 社会見学会 未定
12日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
13日 市女性部会研修会 ふくふくプラザ
15日 博多区ソフトダーツ大会 さざんぴあ博多体育館
20日 運営委員会 2F　集団指導室
21日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）

1
18 日 運営委員会 2F　集団指導室
25~26日 他都市研修会（宿泊） 　　未定

2
1 日 第7回市高齢者ソフトダーツ大会 九電記念体育館
7日 女性部会(女性リーダー研修会) 2F　集団指導室
21日 運営委員会 2F　集団指導室

3

6 日 補助金及び・友愛訪問説明会 博多市民センター　ホール
13日 ペタンク好友会・月例会 山王公園（自由広場）
20日 運営委員会 2F　集団指導室
22日 グラウンド・ゴルフ好友会・月例会 山王公園（自由広場・野球場）
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■博多区ペタンク好友会
　会 費　300円（年１チーム）
　月例会参加料　600円（１チーム3人分）
　連絡先　板井　通子さん
　T E L　092-431-3806
　携 帯　090-9405-7810

■博多区グラウンド・ゴルフ好友会
会 費　300円（年間）
月例会参加料　200円
連絡先　宝迫　正夫さん
T E L　092-291-7854
携 帯　090-8839-2109

好 友 会 会 員 募 集

　博多区ペタンク好友会、博多区グラウ
ンド・ゴルフ好友会では、月例会を開催
する等、会員の親睦と融和を図っていま
す。会に入会され競技をお楽しみ下さい。

【減塩のポイント】
◎だしのうまみを活用する
◎お酢の酸味を生かす
◎しっかり焼き目をつけ、
　香ばしさの風味を生かす
◎スパイスやハーブを使う

講師
本田　淑子 氏

「
だ
し
」
の
う
ま
味
で

 

お
い
し
く
減
塩

　

２
月
8
日
（
水
）、
博

多
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
女
性
部
研
修
会
が
行

わ
れ
、
毎
日
食
べ
る
食
事

で
健
康
を
保
つ
ポ
イ
ン
ト

を
学
ぶ
た
め
、
料
理
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
や
ま
や
の
食

卓
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
「
高
齢
者
の
健
康
に
良

い
一
汁
三
菜
」
と
し
、
だ

し
を
活
用
し
た
減
塩
方
法

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
師
の
本
田
先
生
の

指
導
の
も
と
「
だ
し
を
使

う
と
血
液
の
流
れ
が
良
く

な
り
塩
分
を
低
下
さ
せ
、

脳
梗
塞
の
予
防
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
日
々
の
料
理

に
だ
し
を
活
用
し
成
人
女

性
の
塩
分
摂
取
量
7
㌘
以

下
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
他

の
会
員
の
方
に
も
ぜ
ひ
広

め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

女
性
部
研
修
会

〜
料
理
教
室
〜

参加した女性部の皆さんも日頃
から塩分に気をつけていらっ
しゃいますが、あらためて、だ
しの大切さを学びました。

だしの減塩効果に
びっくり !!

手
際
よ
く
調
理
を
実
施
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順　位 氏　名 校区・地区
優　勝 結城 　国昭 吉　塚
準優勝 小嶋 　辰美 東　光
第３位 武藤 　好子 千　代

大会結果

最
高
齢
者
賞

調　洋さん（90）
吉塚校区

山口　静子さん（95）
春住校区

ありがとうございました
池田補聴器（株）福岡店様より大会
運営のためご協賛いただきました。

読めない展開に一喜一憂
　

１
月
13
日
（
金
）、
さ
ざ
ん

ぴ
あ
博
多
に
て
高
齢
者
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
１
５
３
名
の
参
加
が

あ
り
、
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
を

２
試
合
、
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ

ト
を
1
試
合
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
日
頃
か
ら

ダ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
方
も
多

く
、
狙
い
す
ぎ
て
逆
に
思
う
よ

う
に
い
か
な
か
っ
た
り
、
練
習

の
時
よ
り
も
手
ご
た
え
を
感
じ

た
り
な
ど
、
展
開
の
読
め
な
い

ダ
ー
ツ
の
魅
力
を
堪
能
す
る
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
続
け
友
愛
の
輪
広
げ
よ
う

　

3
月
9
日
（
木
）、
博

多
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
て
、
補
助
金
・
友
愛

訪
問
事
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
博
多
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
方

よ
り
補
助
金
の
交
付
申

請
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
続
い
て
友
愛
訪
問
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
が

事
務
局
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
説
明
会
終
了
後

に
は
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル 

カ
リ
エ
ン
テ

に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ

老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
・
友
愛
訪
問
事
業
説
明
会

ま
し
た
。
会
場
は
美
し
い

マ
ン
ド
リ
ン
の
音
色
に

包
ま
れ
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

皆
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
も
、
友
愛
訪
問
事
業

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
活
動
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
連
携
し
、
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

博多区高齢者
ソフトダーツ

大会

説明会の様子

マンドリンの優しい
音色にうっとり

マンドリンアンサンブル カリエンテ

気
に
な
る
矢
の
行
方
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大会成績 （囲碁の部）

大会成績 （将棋の部）

【 チャンピオン戦 】
優　勝 松 川　 利 雄 堅　粕

準優勝 犬 塚　 武 揚 東吉塚

第３位 池 田 　義 尚 那珂南

【 三・四段戦 】

優　勝 廣 瀬 　清 吾 那珂南

準優勝 河 原 　弘 典 那珂南

第３位 中 西 　正 治 東吉塚

【 初・二段戦 】

優　勝 篠 原　 平 三　筑

準優勝 北 村 　侯 男 板付北

第３位 下 川 　達 哉 板付北

【 級位戦 】

優　勝 速 水 　忠 雄 東月隈

準優勝 村 瀬    勉 板付北

第３位 加 峯 　鉄 也 板付北

【 有段戦 】

優　勝 梶 原　敬 生 千　代

準優勝 山 崎　昇　 那珂南

【 級位戦 】

優　勝 大 森　正 雄 吉　塚

準優勝 岡 部　安 正 那珂南

先
を
読
み
、一
手
に
魂
込
め
て

囲碁は各部門の優勝
者のみ、将棋は各部
門の優勝者と準優勝
者が7月26日（水）の
市大会に出場します

囲碁は認知症予防に
もぴったりです！

20歳で囲碁を覚えた後、60
歳まで対局の機会がなかっ
たのですが、今では週２回
仲間と一緒に楽しく囲碁を
し、囲碁によってハリのあ
る毎日を送っています。

《最高齢者賞》
囲碁三段（那珂南校区）

田中 満弥 氏 87歳

広報部では、1月と7月の年に２回発行している「博高
連だより」の紙面の振り分け、校正作業を行っています。広 報 部 の紹介新しいメンバーが

増えました！

広報部長 福井　良一 千　代

広報副部長 稲益　満 東吉塚

広報部員

山田　優基 弥　生

河野　登 美野島

中尾　敏勝 冷　泉

女性部長 阿部　悦子 東　光

【平成29年度　広報部会委員名簿】 広
報
部
会
委
員
の
皆
さ
ん
と

活
動
推
進
員
の
池
田
氏

　

6
月
27
日
（
火
）、
長
生
園
に
て

博
多
区
高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
囲
碁
の
部
18
名
、
将
棋

の
部
4
名
、
計
22
名
が
参
加
し
静

寂
の
中
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
真
剣
勝
負
の
後
は

相
手
と
結
果
を
振
り
返
り
な
が
ら

談
笑
す
る
場
面
も
多
く
み
ら
れ
会

場
は
和
気
あ
い
あ

い
。
囲
碁
や
将
棋

は
先
を
読
み
な
が

ら
戦
略
を
練
る
の

で
、
集
中
力
が
高

ま
り
、
頭
の
体
操

に
も
な
り
ま
す
。

次
回
も
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度 

博
多
区
高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会
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【
寛
政
義
民
松
原
五
人
衆
之
墓
】

千
代
に
残
る
五
人
の
想
い

ま
た
、
松
源
寺
の
本
堂
と
し
て

崇
福
寺
の
釈
迦
堂
を
購
入
し
、

再
建
で
き
た
。

　

千
代
町
に
は
有
名
な
崇
福

寺
（
黒
田
家
の
墓
所
が
あ
る
）

と
亀
山
上
皇
（
東
公
園
）
が
あ

る
こ
と
は
既
に
有
名
で
あ
り
、

隠
れ
た
存
在
で
、
堅
粕
の
地
名

を
残
す
も
の
が
今
で
も
あ
る
。

　

千
代
に
福
岡
市
で
も
一
番

大
き
な
墓
地
が
あ
り
正
式
名

称
が
堅
粕
1
号
墓
地
と
し
て

残
っ
て
い
る
の
が
、
今
で
は

龍
頭
崎
墓
地
と
し
て
残
っ
て

い
る
。

　

そ
の
墓
地
に
寛
政
義
民
松

原
五
人
衆
之
墓
が
あ
り
、
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。

を
命
じ
ら
れ
自
害
し
た
が
、
こ

の
ま
ま
で
は
武
士
の
面
目
が

立
た
な
い
た
め
、
ど
う
し
て

も
犯
人
5
人
を
捕
ま
え
な
け

れ
ば
。
し
か
し
、
芝
居
見
物

に
来
て
い
た
町
人
た
ち
は
口

を
固
く
閉
ざ
し
、
犯
人
は
判

ら
な
か
っ
た
。

　

そ
の
時
、
犯
人
5
人
は
川

を
渡
っ
て
松
林
に
逃
げ
た
と

い
う
情
報
を
も
と
に
、
犯
人

は
堀
口
村
の
人
間
だ
と
し
て
、

藩
の
役
人
が
村
へ
や
っ
て
き

て
「
5
人
の
若
者
を
差
し
出

だ
さ
な
け
れ
ば
村
中
を
焼
き

払
い
、
所
払
い
に
す
る
」
と

い
う
厳
命
が
下
さ
れ
た
。

　

当
時
、
厳
し
い
身
分
制
度
の

下
で
、
芝
居
見
物
に
行
け
な

い
堀
口
村
の
住
民
が
犯
人
で

は
な
い
が
無
実
で
あ
っ
て
も

5
人
の
若
者
を
差
し
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
幾

日
も
の
協
議
の
末
、
14
歳
か
ら

20
歳
の
5
人
が
選
ば
れ
、
10
月

30
日
に
刑
場
で
処
刑
さ
れ
た
。

こ
の
若
者
5
人
の
亡
骸
は
遺

族
に
も
返
さ
れ
ず
、
そ
の
ま

ま
無
縁
墓
地
に
葬
ら
れ
、
村

で
は
葬
儀
も
で
き
な
か
っ
た
。

不
憫
に
思
っ
た
松
源
寺
の
住

職
が
、
5
人
の
名
前
を
密
か

に
過
去
帳
に
残
し
て
い
た
。

わが町歴史散歩第2回

博多にまつわる歴史をご紹介します

千代校区　会長　福井　良一

《はじめに》 千代の変遷
　那珂郡堀口村から豊富村(明治7
年)へ、豊平村大字豊富(明治22年)
（金平村と合併）、福岡市豊富(大正
4年)に、(福岡市)千鳥町・大学通・
仲町・常盤町・春日町・元町・泉町・
清水町・京町から福岡市博多区千
代(昭和49年)になる。

【
　
　
　   

】

堀
口
村
の
経
済
力
と

 

先
見
性

【
　
　
　    

】

寛
政
義
民 

 
松
原
五
人
衆
と
は

て
い
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
初
期
ま
で
は
堀
口
村
（
千

代
）
に
は
経
済
力
が
あ
っ
た
。

当
時
は
皮
革
産
業
の
物
流
の

拠
点
と
し
て
、
大
量
の
革
製
品

を
集
積
し
て
大
阪
の
渡
辺
村

ま
で
船
便
で
送
り
、
多
く
の
情

報
と
資
金
が
集
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
資
金
力
に

よ
り
、
松
林
を

福
岡
県
か
ら
購

入
し
て
居
住
地

へ
と
拡
張
し
、

私
費
で
学
校
を

建
設
し
て
教
師

を
雇
い
、
学
校

を
運
営
で
き
た
。

　

１
６
８
８
年
に
堅
粕
か
ら
枝

分
か
れ
し
て
、
堀
口
村
と
な
っ

た
。

　

一
般
的
に
部
落
は
貧
し
い

生
活
を
し
て
い
て
、
経
済
力

が
な
い
と
先
入
観
を
持
た
れ

　

寛
政
12
年
（
１
８
０
０
年
）、

御
笠
川
対
岸
の
芝
居
小
屋
で

は
「
葛
の
葉
狐
」
と
い
う
芝

居
が
、
行
わ
れ
て
お
り
、
連
日
、

大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
日
、
芝
居
見
物
に
来
て

い
た
黒
田
藩
の
武
士
が
酒
に

酔
っ
て
乱
暴
狼
藉
を
働
い
た
。

芝
居
見
物
に
来
て
い
た
若
者

5
人
が
、
そ
の
武
士
を
袋
た
た

き
に
し
て
川
に
投
げ
込
ん
だ
。

　

こ
の
武
士
は
藩
か
ら
切
腹
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今
年
度
よ
り
「
板
付
団
地
四

区
弥
生
会
」
の
会
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
町
田
で
す
。
前
年

度
ま
で
の
会
長
が
急
死
さ
れ
た

た
め
、
町
内
会
長
の
指
名
に
よ

り
急
き
ょ
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

引
き
継
ぎ
も
な
く
何
も
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
、
各
単
位
ク
ラ

ブ
の
会
長
さ
ん
等
に
ご
指
導
を

お
願
い
し
な
が
ら
運
営
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

板
付
団
地
四
区
弥
生
会
の
活

老人クラブ連合会

弥 校区生

動
の
1
つ
で
あ
る
友
愛
訪
問
活

動
で
は
、
地
域
の
方
々
と
連
携

を
と
り
定
期
的
な
見
守
り
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
社
会

奉
仕
活
動
、
教
養
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
健
康
増
進
事
業

に
も
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま

す
。
今
年
度
の
目
標
と
し
て
、

健
康
増
進
事
業
を
中
心
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
週
2
回
練

習
し
、
月
1
回
月
例
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
社
会
奉
仕
は
河
川

敷
の
清
掃
、
交
通
安
全
活
動
、

防
犯
・
防
災
訓
練
等
、
地
域
行

事
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。
教

養
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

は
、
講
演
会
・
研
修
会
・
社
会

見
学
・
地
域
夏
祭
り
等
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
弥
生
会
は
会
員
と
一

致
団
結
し
、
楽
し
く
明
る
い
弥

生
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

板
付
団
地
四
区
弥
生
会

　
　

 

会
長　

町
田　

信
隆

健
康
増
進
実
践
し

よ
り
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
へ

　

事
件
か
ら
１
３
０
年
目
の

昭
和
4
年
（
１
９
２
９
年
）
に
、

松
原
水
平
社
に
よ
っ
て
5
人

衆
の
墓
が
建
立
さ
れ
た
が
、
そ

の
石
碑
の
文
字
ま
で
差
別
を

受
け
た
。
当
初
は
「
五
人
衆

之
碑
」
と
石
碑
に
刻
む
予
定

で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
治
安

維
持
法
の
下
で
「
衆
」
と
「
碑
」

の
文
字
が
死
者
を
讃
え
る
文

字
で
あ
り
、
罪
人
に
は
使
用

で
き
な
い
と
し
て
処
刑
さ
れ

た
5
人
の
石
碑
に
使
用
で
き

な
か
っ
た
。
や
む
な
く
「
五

人
合
葬
之
墓
」
と
石
碑
に
刻

ま
れ
た
。

　

そ
の
後
も
、
村
を
救
っ
た
英

雄
と
し
て
、
１
７
５
年
追
吊

法
要
が
昭
和
49
年
（
１
９
７
４

年
）、
２
０
０
年
追
吊
法
要
が

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）
に

松
源
寺
の
本
堂
で
行
わ
れ
て

い
る
。

　

平
成
28
年
10
月
30
日
に
由

緒
碑
が
龍
頭
崎
墓
地
管
理
組

合
で
建
立
さ
れ
た
。 

町田信隆会長

楽しく健康に「グラウンド・ゴルフ」

龍頭崎墓地管理組合
【組合長】中富　 鐵也 【事務局】福井　 良一

実行委員の皆様
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工夫重ね活動充実
冷泉地区老人クラブ連合会

会長　中尾 敏勝

１．役
員
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
を
考
え
ま
し
た

◎
将
来
的
に
は
地
域
密
着
運

営
の
た
め
、
５
地
域
（
町
）

の
単
位
ク
ラ
ブ
化
を
目
標

に
、
今
年
度
は
『
冷
泉

い
ず
み
会
38
名
』『
い
ず

み
会
47
名
』
の
２
ク
ラ
ブ

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
役
員
労

力
の
分
散
化
で
役
員
負

担
と
資
金
が
改
善
し
ま
し

た
。

◎
次
は
会
計
処
理
の
簡
素
化

で
し
た
。
将
来
的
に
は
決

算
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

す
る
の
が
目
標
で
す
が
、

既
存
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
計

受
講
し
た
会
員
に
よ
る
同

好
会
を
発
足
し
、
将
来
的

に
は
新
規
作
品
の
販
売
ま

で
推
進
予
定
）、
生
き
が

い
づ
く
り
と
健
康
管
理
の

講
演
会
（
年
２
回
）
を
計

画
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

活
動
分
野
を
広
げ
る
こ

と
は
会
員
の
不
公
平
感
を

な
く
し
、
ま
た
人
生
い
ろ
い

ろ
の
配
慮
か
ら
、
今
後
も

拡
大
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

３
．老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
会

員
に
見
え
る
よ
う
に
、
毎

月
行
事
予
定
・
結
果
・
エ

ピ
ソ
ー
ド
等
の
簡
単
な

機
関
紙
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

４
．本
永
新
ク
ラ
ブ
会
長
（
役

員
集
合
写
真
前
列
の
中

央
）
の
い
ず
み
会
は
祇
園
、

上
川
端
、
中
洲
、
店
屋
町

の
母
体
と
し
て
の
存
在
で

あ
り
、
冷
泉
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
発
展
の
要
と

し
て
、
今
後
期
待
で
き
る

単
位
ク
ラ
ブ
で
も
あ
り
ま

す
。

５
．私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

未
だ
規
模
的
に
も
、
事
業

内
容
的
に
も
未
完
成
で
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
博

高
連
会
員
の
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ

 

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

28
年
度
の
反
省
か
ら

簿
方
式
を
採
用
し
、
一
部

（
会
費
徴
収
帳
、
金
銭
出

納
帳
、
名
簿
の
更
新
等
）

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
ま

し
た
。
従
っ
て
会
計
担
当

は
通
帳
の
管
理
の
み
で
楽

に
な
り
ま
し
た
。

　
　

こ
こ
で
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
は
会
計
処
理
、
事

務
の
標
準
で
す
。
標
準
化

す
る
こ
と
に
よ
り
後
継
者

へ
の
引
き
継
ぎ
が
楽
に
な

り
ま
す
。

２
．仲
間
づ
く
り
と
生
き
が
い

づ
く
り
は
『
ダ
ー
ツ
』
の

み
の
活
動
か
ら
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
月
１
回
）、

日
本
舞
踊
（
月
３
回
）、

手
工
芸
講
座
（
年
4
回
：

役員集合写真

　

我
が
冷
泉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
と
っ
て
ク
ラ
ブ
新
設
は
必

然
な
こ
と
で
し
た
。

　

１
ク
ラ
ブ
会
員
85
名
の
事
業
運

営
は
会
員
の
お
世
話
、
二
重
監
査

（
自
治
協
・
区
）
対
応
の
会
計
処
理

と
役
員
の
労
力
の
負
担
、
ま
た
資

金
的
（
交
付
金
×
１
）
に
も
厳
し

い
も
の
で
し
た
。

　

最
も
大
事
な
こ
と
は
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
目
標
と
し
て
い
る
仲

間
づ
く
り
が
あ

り
ま
す
。
私
た

ち
の
サ
ー
ク
ル

は
『
ダ
ー
ツ
』

し
か
な
く
、
会

員
は
も
と
よ

り
、
潜
在
会
員

か
ら
も
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
が

見
え
な
い
状
態

だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

ダーツ

日本舞踊練習

グラウンド・ゴルフ

手芸

生きがいづくりと健康管理の講座

新設クラブ紹介コーナー
博多区老人クラブ連合会 　博多区老人クラブ連合会では、今年度から６クラブ

が新設され新たな仲間が増えました。今回は冷泉老人

クラブ連合会いずみ会の皆さんをご紹介します。

会長　樋口　葛尚
（会員34名  平成29年4月1日加入）

奈良屋老人クラブ連合会
明友会奈良屋

地区 会長　麻生　キミ子
（会員50名  平成29年4月1日加入）

春住第十四長生クラブ春 住
校区

会長　古橋　良夫
（会員43名  平成29年4月1日加入）

東光なかよしクラブ東 光
校区 会長　笹野　福好

（会員37名  平成29年4月1日加入）

銀寿会那珂南
校区

会長　稲益　満
（会員31名  平成28年6月1日加入）

東吉塚老人クラブ東吉塚
校区 会長　本永　加代子

（会員46名  平成29年4月1日加入）

冷泉老人クラブ連合会
いずみ会冷 泉

地区
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会員文芸 ～多数の寄稿ありがとうございました～

あ
と
が
き

　

会
員
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
今
年
度
か

ら
広
報
部
会
委
員
に
な
り
ま
し
た
冷
泉
地
区

の
中
尾
で
す
。
会
員
増
強
の
た
め
に
も
広
報

活
動
は
重
要
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
3
年
前
ま
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の

存
在
、
目
的
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
全
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
言
う
よ
り
関
心
が
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
自
治
会
長
を
し
て
い
た
時
に
高
齢

者
の
孤
独
、
健
康
、
対
人
関
係
、
経
済
等
が

高
齢
化
社
会
の
課
題
と
の
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
当
時
『
博
高
連
だ
よ
り
』
を

手
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
入
会

の
『
き
っ
か
け
』
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
年
間
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
の
経

験
か
ら
、
私
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
今
後
、
高
齢

者
の
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
の
『
場
』
と
し
て
、
最
適
と
確
信

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
広
報
部
会
の
一
員
と
し
て
お
手
伝

い
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

冷
泉
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　
中
尾　
敏
勝

ご
協
賛
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
へ

　

こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ
よ
り
」
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

あ
の
人

強
い
弱
い

い
や
い
や

あ
の
人

優
し
い
人

人
に
は
告
げ
ず

咲
き

誇
る

花
の
品
格

う
る
わ
し
き
か
な

凹
ま
ず
に

凸
出
さ
ず
に

過
し
た
い

短
か
い

人
生

東
月
隈
校
区
　
国
分
　
正
輝
　

五

行

歌

川

柳

亡
く
し
子
に
供
え
し
も
ち
に
笑
み
の
顔

東
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ

メ
ガ
ネ
ど
こ
し
て
る
じ
ゃ
な
い
の
と
妻
の
声

東
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二
　

来
年
も
予
定
ゼ
ロ
だ
が
手
帳
買
う

東
吉
塚
校
区
　
佐
藤
　
福
雄
　

涅
槃
像
今
年
も
健
康
手
を
合
す

東
吉
塚
校
区
　
川
津
　
久
美
子

稀
勢
の
里
や
っ
と
横
綱
嬉
し
い
な

　
東
吉
塚
校
区
　
小
佐
野
　
範
子

今
日
は
ど
こ
明
日
は
ど
こ
の
病
院
に

腰
曲
り
何
で
も
頼
む
ち
ょ
っ
と
来
て

那
珂
校
区
　
上
野
　
信
子
　 

俳

句

春
を
待
ち
生
き
な
が
ら
え
た
ミ
ニ
植
木

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
宏
子
　

や
ぶ
椿
雪
を
背
お
い
て
り
ん
と
咲
く

さ
ん
ぽ
道
木
々
の
緑
は
我
が
友
に

東
吉
塚
校
区
　
西
田
　
恒
子
　

寒
の
内
サ
ク
ラ
草
咲
き
母
偲
ぶ

猿
廻
し
十
日
恵
比
寿
で
福
笑
い

東
吉
塚
校
区
　
堀
内
　
照
子
　

な
つ
メ
ロ
の
絆
が
咲
か
す
老
い
の
花

東
吉
塚
校
区
　
福
田
　
一
二
三

な
つ
メ
ロ
に
元
気
貰
っ
て
軽
い
足

東
吉
塚
校
区
　
市
川
　
和
枝
　

昭
和
史
を
生
き
て
傘
寿
の
敬
老
日

一
匹
の
秋
刀
魚
に
恙
つ
つ
が
無
き
二
人

吉
塚
校
区
　
手
塚
　
直
人
　

公
園
の
掃
除
背
中
に
桜
舞
ふ

吉
塚
校
区
　
河
津
　
照
子
　

短

歌

満
開
の
桜
愛
で
つ
つ
堀
端
で

　
　
竹
馬
の
友
ら
弁
当
開
け
る

仰
ぎ
見
る
山
並
す
べ
て
新
緑
の

　
　
木
漏
れ
日
揺
る
る
鳥
の
さ
え
ず
り

東
住
吉
校
区
　
髙
野
　
久
美
子

丈
低
い
黄
色
い
花
や
福
寿
草

　
　
九
十
年
を
称
え
て
く
れ
る

陽
が
の
ぼ
り
帽
子
か
ぶ
り
て
草
と
り
を

　
　
早
く
き
り
上
げ
腰
を
の
ば
し
ぬ 

那
珂
南
校
区
　
大
塚
　
陽
子
　

学
童
の
黄
色
い
帽
子
春
の
風

吉
塚
校
区
　
小
島
　
常
良
　

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
渡
さ
ぬ
ま
ま
の
恋
心

吉
塚
校
区
　
城
谷
　
富
士
子

水
子
寺
辿た
ど
る
坂
道
竹
の
秋

吉
塚
校
区
　
手
塚
　
幸
恵
子

豆
撒ま

か
れ
鬼
が
微ほ
ほ
え笑
む
保
育
園

吉
塚
校
区
　
福
島
　
慎
一
　

う
ら
ら
か
や
和お
し
ょ
う尚
の
法ほ
う
わ話
子
守
歌

吉
塚
校
区
　
藤
井
　
フ
ク
エ

博
多
帯
締
め
て
行
き
度た

や
放
生
会

吉
塚
校
区
　
山
田
　
加
津
代

朝
桜
一
人
の
部
屋
で
見
惚
れ
を
り

京
の
旅
寺
社
の
若
葉
を
追
い
求
め

那
珂
南
校
区
　
末
永
　
小
枝
子

滝
水
の
岩
に
砕
け
る
白
さ
か
な

老
鶯
の
一
声
の
み
や
磴と
う
の
ぼ
る

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子

ロ
ン
ド
ン
の
空
を
つ
な
ぎ
て
孫
想
う

い
く
と
せ
も
櫻
目
で
つ
つ
老
を
知
る

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
れ
い
子

唇
つ
け
る
余
寒
の
酒
も
尖
り
た
る

水
温
む
猫
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
ま
た
ぎ
行
く

東
月
隈
校
区
　
原
口
　
敏
郎
　

越
し
方
を
し
の
ぶ
阿
蘇
路
の
花
水
木

大
浜
地 

区
　
田
中
　
寛
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白
寿
を
迎
え
て
も
活
躍

今回、弥生校区老連の山田
優基会長よりインタビュー
していただきました。

Q：お名前と年齢をお願いします。
A：小田原京子、71歳です。

Q： 福岡市民マラソンに毎年参加してい
るそうですね。

A： はい、5kmの部です。他に熊本・五
島・韓国マラソン等年間 5カ所から 6
カ所で走っています。

Q：マラソンに出場されたきっかけは。
A： 韓国ドラマが好きで、以前から韓国
に行きたいと思っていました。友人が
韓国マラソンに出場していることを
知り私も同乗して走りました。これを
きっかけに国内の大会に出場すること
になりました。

Q： 何歳から走るようになったのですか？
A： 64歳から始めました。7年になります。

Q： 完走した時は大変疲れるのでは？そ
の時の感想を聞かせてください。

A： 走り終わった達成感がありスッキリ
します。

Q：他にスポーツは何かやっていますか？
A： 弥生会のグラウンド・ゴルフを月 2
回練習しています。またソフトバンク
ファンで年間 5回程ヤフオク！ドー
ムへ観戦に行っています。

Q： 今後もマラソンを続けますか？
A： はい。体が続くかぎり走り続けます。

かたは 熱 中 人
ねっちゅうびと

第4回 会員の皆さんが、いま熱中している趣味や
活動をご紹介します。

博多の輝く
 女性たち

高齢でもマラソンに挑
戦

弥生会　小田原 京子
さん（71）

美
野
島
こ
と
ぶ
き
会　

富
岡 

ヤ
エ
さ
ん
（
99
）

　
富
岡
ヤ
エ
さ
ん

は
美
野
島
こ
と
ぶ

き
会
の
会
員
で
50

年
近
く
民
踊
の
先

生
と
し
て
指
導
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
99
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
会
員
等

に
公
民
館
・
い
こ
い
の
家
で
教
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
こ
と
ぶ
き
会
が
主

催
す
る
新
春
の
つ
ど
い
や
、
1
日

社
会
見
学
研
修
等
に
も
参
加
さ
れ
、

美
野
島
敬
老
祭
で
は
最
高
齢
の
出

席
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
野
島
こ
と
ぶ
き
会
が
誕
生
し

て
40
年
以
上
経
過
し
ま
す
が
、
そ

の
リ
ー
ド
役
と
し
て
富
岡
さ
ん
も

ご
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち 

会
員
の
長
寿
の
目
標
で
も
あ
り

ま
す
。

美
野
島
こ
と
ぶ
き
会

 

会
長
　
河
野
　
登


